

























やパイナップルの収穫操業期（糖業関係は、前年末から 2，3月、パインは 8月から 10月）における韓
国からの季節労働者の導入がある。沖縄返還前、製糖工場やパイナップル缶詰工場には、台湾からの季




































































































こうした時期である。97年 2月 21 日、米軍用地強制使用の是非を問う公開審理の日程に合わせての來
沖であった。ちょうどこの日は、徐勝さんたちが呼びかける国際シンポジウム「東アジアの冷戦と国家
テロリズム」の第一回目が、台北で開かれた日である。私も参加するよう誘われていたはずだが、足元
の闘いを放っておいて参加するわけにもいかなかった。
沖縄の米軍基地反対闘争の中でも、韓国の人たちがとりわけ強い関心を示したものが、反戦地主の存
在とこれを支援する一坪反戦地主運動であった。この年 8月、ソウルで「わが土地米軍基地取り戻し全
国対策委員会（後に全国米軍基地返還運動連帯）」が結成された。駐韓米軍犯罪根絶運動本部などもその
中に含む幅広い組織である。
この組織結成の場に立ち会った私たちは、翌 98年 6月、「米軍基地に反対する運動を通して沖縄と韓
国の民衆の連帯をめざす会」（略称 : 沖韓民衆連帯）を立ち上げた。わざわざ「連帯を目指す」としたの
は、沖縄といえども、近代日朝関係史の中では日本国家の中に位置しており、共通の課題に取り組む中
から将来に向けて歴史的過去の克服を目指すことはできても、安易に「連帯」という言葉を使うことには、
ためらいがあったからである。また、日本に日韓民衆連帯という組織や運動があることを知りながらあ
えて「沖韓民衆連帯」を名乗ったのは、韓国の基地問題が「韓国の問題」であるのに対して、日本の基
地問題が「沖縄問題」として捉えられがちだったからである。さらに言えば、現代史の上で、地上戦と
米軍政の両方を体験したのは、「日本と沖縄」ではなく、「韓国と沖縄」であった。双方が置かれている
状況に対する直接の情報は乏しくとも、相互理解の素地となる歴史的体験には共通するものがあるので
はないかという漠然とした思いがあった。
98年という年は、私にとって、もう一つ重要な思い出がある。部落解放研究所から人権ブックレット
の 1つとして出版された『沖縄を知る　日本を知る』のハングル訳が出版されたのである。当時の琉球
新報の記事（98年 11月 16日夕刊）を紹介しておこう。
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韓国の平和主義
「今年 8月、韓国・済州島で第 2回『東アジア平和と人権シンポジウム』があり、沖縄について紹介
する書籍として、沖縄の歴史文化や沖縄戦、米軍基地の現状、反戦地主の闘争などをまとめた新崎さん
の著書が選ばれた。同書を翻訳した大阪市立大韓国語講師の金京子さんは、沖縄と韓国の共通点として
戦争体験や米軍基地に反対する闘争を挙げた上で「韓国人は、日本人を侵略者という一つの顔でしか知
らない。韓国でも反基地闘争は根強いが、沖縄問題はまだ一般にはあまり知られていない」と出版の意
義を強調している。韓国語の題名は『もう一つの日本　沖縄のはなし』。金さんは、「この本を通して、
もう一つの日本の姿を知ってほしい」との思いから、この題名に決めたという。」
2000 年は、朝鮮半島における南北首脳会談が行われた年であり、沖縄サミットの年でもあるが、こ
の年を間に挟む数年間、私は、ソウル、平澤、光州、済州、と毎年韓国を訪れていたように思う。光州
でたいまつデモに参加しながら、光州民衆蜂起の直後、沖縄でも、当時の沖縄の民衆広場ともいうべき
那覇市の与儀公園で、この民衆蜂起に連帯する野外シンポジウムが行われたことを思い出していた。
私たちが韓国を訪問するだけでなく、韓国からも、毎年、誰かがやってきた。旧知の人びとも居たし、
初対面の人たちもいた。沖縄と韓国の合同集会で、韓国側の挨拶に決まり文句のように繰り返されてい
たのが「沖縄では、年輩の方々が一貫して闘いを続けられていることに敬意を表します」というフレー
ズであった。私たちは、この言葉を聞くたびにウチアタイ（これぐらい標準的日本語に訳しにくいウチ
ナーグチ〈沖縄語〉はないのだが、とりあえず〈苦笑い〉としておこう）していた。沖縄側にとっては、
韓国の活動家の「若さ」が羨望の的だったからである。
いずれにせよ、韓国と沖縄の交流は加速度的に拡大し、多様化していったように思う。駐韓米軍犯罪
根絶運動本部とか、沖韓民衆連帯という組織の枠を超えて、韓国や沖縄のさまざまな運動体が、さまざ
まな組み合わせで、学習活動から実践的な運動まで、広がりを持って展開するようになっていったので
ある。沖縄の新聞社が直接に平澤や梅香里を取材したり、韓国のテレビ局が普天間や辺野古を取材した
りということも珍しくはなくなった。沖縄大学と聖公会大学の提携も成立し、相互に学生交換も行われ
るようになった。朝鮮語を学んだ若者たちも珍しくはなくなった。韓国を行き来する反基地運動の活動
家たちのほとんどは、朝鮮語の日常会話に不自由しなくなっている。1986 年の沖縄大学でのシンポジ
ウムの際、最も苦労したのが通訳探しだったことを思うと、隔世の感がある。
2006 年、駐韓米軍犯罪根絶運動本部で働く宮内秋緒さんから、ソウル大学大学院の鄭永信さんと一
緒に、私がその前年に出版した『沖縄現代史　新版』（岩波新書）を翻訳したいと連絡してきた。鄭永信
さんは、鄭根埴ソウル大学教授の沖縄基地問題研究グループに属する若手研究者として面識があった。
韓国版『沖縄現代史』は、2008 年、鄭根埴さんたちの『基地の島　沖縄』、『境界の島　沖縄』と同時に、
同じ出版社（論衡）から刊行された。
さらに、『沖縄現代史』は、2009 年、胡冬竹さんの訳で、北京の三聯書店から中国語版が出版された。
2010 年 5月、『沖縄現代史』の韓国版と中国語版の刊行を祈念したシンポジウム「東アジアの中で沖縄
現代史を問い直す」が行われた。そこにおける発言者とそのテーマは、屋嘉比収（沖縄大学）「沖縄現代
史を東アジアの中で叙述する可能性」、孫歌（中国社会科学院）「沖縄闘争に学ぶ」、陳光興（台湾交通大学）
「〈地域〉という視点から」、鄭根埴（ソウル大学）「東アジア分断体制を解体するために」、となっていた。
いまや、文化的思想的交流の場は、中国や台湾をも包摂する広がりを持ってきている。しかし、それはなお、
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知識人レベルにとどまっているようにも見える。そこが、沖韓の交流・連帯との違いである。沖縄と韓
国の民衆の間には、反基地闘争という実践的課題が共有されている。
今、韓国も沖縄も、世界的な米軍再編に直面している。米軍再編は、同盟国をアメリカの世界戦略に
より強く結び付けようと意図している。沖縄と韓国の民衆は、軍事的協力関係を強めつつある日米韓の
国家権力と対峙しながら、その将来的展望を切り拓いていかざるを得ない。その時、日本という国家の
中に位置づけられながらも、独自の歴史的主体としての自覚を強めつつある沖縄の役割は、決して小さ
くはないと思う。激動の 2012 年は、私たちのこれまでの交流・連帯の積み重ねの意義を確認するもの
として訪れてくるに違いない。
